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特別支援教育 

 

知的障害のある生徒の主体的な学びを高める生活単元学習の指導の工夫 
― 見方・考え方を働かせる単元計画を通して ― 

 

広島県立呉特別支援学校 丸山 峰朗 

 

研究の要約 

本研究は、知的障害のある生徒が主体的な学びを高めることにつながる、生活単元学習における指導の

工夫について研究したものである。所属校では、生活や学びに即した実際的な学習活動である生活単元学

習を展開している。しかし、各教科等の見方・考え方の働かせ方が不明確であるため、授業で何を学んだ

のかが明確になりづらいという課題があり、授業改善が求められている。そこで本研究では、生活単元学

習単元作成手順ガイドを活用し、生活単元学習において育成を目指す各教科等の資質・能力を明確にし、

学習が充実するよう各教科等の見方・考え方をより働かせることのできる単元計画づくりに取り組んだ。

その結果、育成を目指す資質・能力が明確になり、各教科等の見方・考え方を働かせた学習活動の設定が

でき、生徒の主体的な学びを高めることにつながった。以上のことから、各教科等の見方・考え方を働か

せる生活単元学習の授業改善が、生徒の主体性を高めることに有効であると分かった。 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

広島県では「広島版「学びの変革」アクション・

プラン」に基づき、各学校で全ての児童生徒の「主

体的な学び」（学習者基点の能動的な深い学び）を

促す教育活動に取り組んでいる。しかし、全ての教

員が「主体的な学び」を促す授業実践ができている

状態にまで至っていないなどが課題として挙げられ

ており(1)、引き続き、授業改善に取り組む必要があ

る。 

所属校は知的障害特別支援学校である。生徒の実

態は様々であり、その差は大きい。例えば、高等部

では単一障害学級と重複障害学級があり、さらに、

単一障害学級では企業就労を目指すⅠ類型、福祉就

労を目指すⅡ類型とで教育課程が分かれている。生

徒は、活動内容を理解できた際には積極的に活動す

る姿が見られるものの、教員主導による指示待ち

等、学習活動へ消極的な様子が見られることもあ

り、主体的な学びを高めていきたい。 

授業改善に当たっては、特別支援学校学習指導要

領解説総則等編（高等部）（平成31年）（以下「総則

等編」とする。）に、生徒にとって何ができるよう

になるか、という育成を目指す資質・能力を指導の

ねらいとして明確に設定することの重要性が示され

ており(2)、将来に向けて必要な資質・能力の育成が

求められている。そして、その育成に向けて、各教

科等の指導計画作成上の配慮事項として、各教科等

の見方・考え方を働かせて学習の充実を図ることが

求められている。 

知的障害特別支援学校では、効果的な指導の一つ

として、各教科等を合わせた指導である生活単元学

習を実践している。その実践について、名古屋恒彦

（2022）は、「「各教科等を合わせた指導」が、各教

科等の「寄せ集め学習」になってはいけない」1)と

指摘している。 

資質・能力の育成に関して、特別支援学校学習指

導要領解説知的障害者教科等編（上）（高等部）（平

成31年）（以下「高等部教科等編」とする。）には、

「各教科等を合わせて指導を行う場合においても、

各教科等の目標を達成していくことになり、育成を

目指す資質・能力を明確にして指導計画を立てるこ

とが重要となる」2)と示されている。 

所属校が昨年度に行った授業実践交流会では、各

教科等の資質・能力を育むための教材・教具を活用

することで、児童生徒の目標を達成させることがで

き、主体的な学びにつながることが示唆された。し

かし、併せて生活単元学習においては多種多様な意

義のある経験ができるよう計画しているものの、ど

の教科等の見方・考え方を働かせているかが分かり

にくいこと、そのため生徒は授業で何を学んだの

か、何を学び得たのかが明確になりづらくなること

が課題として明らかになった。 

そこで本研究では、知的障害のある生徒に行う生

活単元学習の授業を充実させることで、生徒の主体

的な学びを高める指導の工夫について研究を行う。

生活単元学習において、育成を目指す各教科等の資

質・能力を明確にし、学習が充実するよう各教科等

の見方・考え方をより働かせることのできる単元計

画づくりに取り組む。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 
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１ 知的障害のある生徒の主体的な学びを高める生

活単元学習の指導 

(1) 知的障害のある生徒の主体的な学びの姿 

広島県では、平成27年度より「広島版「学びの変

革」アクション・プラン」に基づき、児童生徒の主

体的な学びの推進に取り組んできた。広島県の目指

す「学びの変革」では「主体的な学び」への転換、

つまり教師基点の学びから学習者基点の学びへ、受

動的な学びから能動的な学びへ、浅い学びから深い

学びへ、という教育活動を推進している。また学習

者基点の学びとは生徒の興味・関心を踏まえた生徒

の思いや願い、考えなどを大切にしながら学習活動

を組み立てること、能動的な学びとは自ら積極的に

取り組むこと、深い学びとは学んだ知識をつなげて

新たな知識を生み出すこと等、と示されている(3)。

広島県の主体的な学びについて、図１に示す。 

 

図１ 広島県の主体的な学びについて 

 

本研究では、所属校の高等部で教育課程がⅡ類型

の生徒を対象に進める。そこで、生徒の実態に即し

た主体的な学びの姿について、表１に示す。 

 
表１ 主体的な学びの姿 

学び 具体的な姿 

学習者基

点の学び 

・興味・関心をもって取り組もうとする姿 

・「やりたい」、「やってみたい」という気持ち

を表現している姿 

・学習目標達成に向けて取り組んでいる姿 

能動的な

学び 

・積極的に取り組んでいる姿 

・見通しをもって活動している姿 

深い学び 
・身に付けたことを生かしている姿 

・学んだことを新たな学びにつなげる姿 

 

(2) 知的障害のある生徒の特性と特性に応じた指導 

知的障害特別支援学校では、学習指導要領に示さ

れている知的障害特別支援学校の各教科で指導を行

い、その目標や内容は学年ではなく段階別に示され

ている。これは、発達期における知的機能の障害

が、同一学年であっても個人差が大きく、学力や学

習状況も異なることから、段階別に内容が示されて

いる。それにより、個々の生徒の実態等に即して、

各教科の内容を精選して、効果的な指導が可能とな

っている(4)。 

知的障害のある生徒の学習上の特性として「高等

部教科等編」では、学習で得た知識や技能が断片的

になりやすく、実際の生活場面の中で生かすことが

難しい、と示されている。そのため、実際の生活場

面に即しながら繰り返して学習することで、必要な

知識や技能等を身に付けるための継続的、段階的な

指導の重要性が示されている(5)。 

また同じく、特性等を踏まえ、実態把握に基づ

き、見通しのもてる学習環境の整備や、興味・関

心、得意な面に着目した教材・教具等の工夫など、

一人一人の教育的ニーズに応じた指導等の教育的対

応の重要性が示されている(6)。 

所属校では、知的障害の特性に配慮し、実際の生

活場面に即した学習、繰り返し学習やソーシャルス

キル習得に向けた学習や、視覚的支援教材の活用な

ど、学習環境の設定に取り組んでいる。 

(3) 生活単元学習とは 

生活単元学習とは、知的障害特別支援学校の各教

科、道徳科、特別活動及び自立活動の一部又は全部

を合わせて指導を行う、「各教科等を合わせた指

導」の一つである。知的障害のある生徒の特性を踏

まえると効果的な学習の一つであり、「高等部教科

等編」では「生徒が生活上の目標を達成したり、課

題を解決したりするために、一連の活動を組織的・

体系的に経験することによって、自立や社会参加の

ために必要な事柄を実際的・総合的に学習するも

の」3)と示されている。また、実際の生活上の目標

や課題に沿って、指導目標や指導内容が組織される

ことが重要である、とも示されている(7)。指導する

際は、特別支援学校高等部学習指導要領（高等部）

（平成31年）に「必要に応じて各教科、道徳科、特

別活動及び自立活動を合わせて指導を行うなど、効

果的な指導方法を工夫するものとする。その際、各

教科等において育成を目指す資質・能力を明らかに

し、各教科等の指導内容間の関連を十分に図るよう

配慮するものとする」4)とあり、合わせた指導を行

う際は各教科等の資質・能力を意識した指導内容の

検討が必要である。 

筑波大学附属久里浜特別支援学校（令和７年）

は、各教科等を合わせた指導について「活動を行う

ことが中心になってしまい、教師が、各教科等で取

り扱う内容を十分に意識しないまま授業が行われる

可能性も含んでおり、各教科の目標・内容に基づい

た指導目標や指導内容、そして、評価が不明確にな

っているという批判もある。」5)と言及しているよう
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に、授業が活動に偏ってしまう課題がある。特に、

実際の生活から発展することの多い生活単元学習に

おいては、各教科等で育成を目指す資質・能力が意

識されにくくなってしまう、という難しさがある。 

以上のことから、各教科等の資質・能力の育成を

意識できる、生活単元学習の指導の工夫を行うこと

で、知的障害のある生徒の主体的な学びを高めるこ

とにつなげていく。 

 

２ 見方・考え方を働かせる単元計画 

(1) 見方・考え方を働かせるとは 

見方・考え方について、「総則等編」には「「どの

ような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考

していくのか」というその教科等ならではの物事を

捉える視点や考え方である。各教科等を学ぶ本質的

な意義の中核をなすものであり、教科等の学習と社

会をつなぐものであることから、生徒が学習や人生

において「見方・考え方」を自在に働かせることが

できるようにすることにこそ、教師の専門性が発揮

されることが求められる」6)と示されている。 

生活単元学習においても、資質・能力を育成する

ためには、見方・考え方を働かせることが大切であ

り、このことで生徒は学びを深めることができる。 

加藤宏昭（2025）は見方・考え方に関する注意点

として「授業づくりの過程において、教師自身が、

当該の授業で児童生徒に、どのような「見方・考え

方」を働かせてほしいかということを明確に把握し

ておくことが必要である。その際、各教科等の「見

方・考え方」はそれぞれの教科等の本質とも重なる

ことから、取り扱っている教科等に応じた適切な目

標設定を行わないと、その把握が難しくなる」7)と

述べており、目標設定とそれに関わる教材や題材選

びも重要になってくる。 

(2) 生活単元学習における見方・考え方を働かせる

単元計画とは 

「高等部教科等編」には、生活単元学習の単元の

指導計画を作成するに当たっては、各教科等に係る

見方・考え方を働かせることのできる内容を含む活

動を、生徒が色々な単元を通して、多種多様な意義

のある経験ができるよう計画する必要がある(8)、と

示されている。しかし、単元計画作成の際には、ど

の教科等の見方・考え方を働かせて欲しいかが分か

りにくいこと、そのため生徒が授業で何を学んだの

か、何を学び得たのかが明確になりづらくなること

が、所属校の課題としても挙げられている。 

加藤（2025）は、「児童生徒の障害による困難さ

を的確に見極めた上で、児童生徒が各教科等の「見

方・考え方」を働かせて学習に取り組み、資質・能

力を身に付けていくことができるよう、単元や題材

のまとまりを見通して授業づくりを行うことが求め

られる」8)と述べているように、見方・考え方の働

かせ方を明確にした単元計画の作成が必要である。 

(3) 生活単元学習単元作成手順ガイドの活用 

小野・高田屋外（2022）は経験年数が様々である

教師たちにとって「共に授業づくりを進めていくた

めには、授業をデザインするための共通の枠組みや

見方といったものが必要となる」9)と論じている。

そこで、本研究では見方・考え方を働かせることが

できる単元計画を作成するための、共通した生活単

元学習単元作成手順ガイド（以下、「手順ガイド」

とする。）を活用する。単元を構想する際に、見

方・考え方を働かせる計画にするための手順をまと

めた手順ガイドを表２に示す。 
 

表２ 生活単元学習単元作成手順ガイド 

❶ 年間指導計画で目標を確認する。 

❷ どの各教科等を合わせているかを確認する。 

❸ 
単元を通して生徒に身に付けさせたいことを確認す

る。 

❹ 
単元で取り扱う各教科等とそれぞれの段階、内容、

育成を目指す資質・能力を確認する。 

❺ 
単元の目標に関連した既習事項について各教科等ご

とに確認する。 

❻ 
育成を目指す資質・能力を踏まえ、各教科等の見

方・考え方を働かせる学習場面を考える。 

❼ 
学習場面を基に、単元を通した学習の流れを設定す

る。 

❽ 
見方・考え方を働かせるために必要な手立てを考え

る。 

 

手順ガイドの活用によって各教科等で育成を目指

す資質・能力が明確になり、それに基づいた単元構

想をしやすくなる。その上で、各教科等の見方・考

え方を働かせる学習場面や単元を通した学習の流れ

（導入・展開・終末）を考えること、見方・考え方

を働かせるために必要な手立てを検討することがで

きる。その結果、生徒の主体的な学びを高めること

のできる生活単元学習の指導につながると考えられ

る。 

この手順ガイドに沿って、単元を構想しやすいよ

うに、手掛かりとして手順ガイドを記載した生活単

元学習単元構想シート（以下、「構想シート」とす

る。）を、独立行政法人国立特別支援教育総合研究

所の単元計画シートと、筑波大学附属久里浜特別支

援学校の単元構想シートを参考に、作成した（図

２）。 

表面は、手順ガイド➊から❽に沿って、合わせて

いる教科等について確認できるようにした。裏面
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は、各教科等における見方・考え方一覧を記載し、

確認できるようにした。（別添参照） 

 

図２ 生活単元学習単元構想シート表面 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

各教科等の見方・考え方を働かせるため、手順ガ

イドを活用した単元計画の立案及び授業実践を行え

ば、知的障害のある生徒の主体的な学びを高めるこ

とができるだろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について、表３に示す。 

 
表３ 検証の視点と方法 

 検証の視点 検証の方法 

１ 

手順ガイドを活用することで、各

教科等の見方・考え方を働かせた

単元計画の立案、授業実践ができ

たか。 

行動観察 

単元計画 

 

２ 
生徒の主体的な学びが高まった

か。 

行動観察 

教師へ聞き取り 

 

(1) 行動観察 

本研究では、授業実践を通じて、学習場面におい

て生徒が各教科等の見方・考え方を働かせていたか

観察する。それとともに、表１に示した生徒の主体

的な学びの姿を参考に、授業においてどのような主

体的な姿が見られたのか、また主体的な学びが高ま

ったのかについて検証する。 

(2) 単元計画 

単元計画作成の段階において、手順ガイドを活用

することで、担任等は育成を目指す資質・能力を意

識しながら、各教科等の見方・考え方を効果的に働

かせる単元計画を作成できたかを、生徒の姿と合わ

せて検証する。 

(3) 教師への聞き取り 

授業実践を行う学級の担任を対象に、聞き取り調

査を実施する。調査では、手順ガイドを活用して作

成された単元計画を基に、資質・能力を明確にし、

各教科等の見方・考え方を働かせることで、生徒の

主体的な学びが高まったのか検証することを目的と

する。 

○対 象：対象学級担任、副担任 

○実施日：手順ガイド作成時、授業後 

 

Ⅳ 研究授業について 

 

１ 研究授業の概要 

○期 間 令和７年７月４日～令和７年７月９日 

○対 象 所属校高等部第１学年３組 Ⅱ類型 

     生徒６名、担任等４名 

○場 所 高等部第１学年３組教室 

○単元名 家庭での役割 

○単元目標 

・家庭生活において、家族の人々との協力が大切

であることに気付くことができる。 

 

２ 単元計画作成 

本単元の計画立案に当たっては、手順ガイドの各

項目を参照しながら構想を進めた。 

手順ガイドを基に、作成された構想シートを図３

に示す。 

構想シートを作成する中で、本単元の目標から単

元を通して育成を目指す資質・能力、各教科等の段

階、既習事項の確認を行った。それらを踏まえ、各

教科等の見方・考え方を働かせる学習場面を基に、

単元を通した学習の流れを設定した。本単元は全３

時間の設定であったため、単元の導入・展開・終末
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場面を、そのまま本単元の指導計画の学習内容とし

た。構想シートに整理をした上で、実際の生活上の

目標や課題に沿った目標・評価を設定した。 
 

図３ 本単元の生活単元学習単元構想シート 

 

これらを活用して作成した本単元の指導計画を、

表４に示す。 

 
表４ 本単元の指導計画（所属校の学習指導案様式を使用） 

時 学習内容 
付けたい力との関連 

知 思 主 本時の目標 

１ 

・家庭での

仕事につ

いて調べ

よう 

◎ ○  

・家庭では、どんな家事があるのか

を知ることができる。 

・家事を体験する中で、その手順に

沿って取り組むことができる。 

２ 

・自分の得

意な家事

を探して

みよう 
○ ◎  

・家事に関係する言葉を理解し、手

順に沿って正しく行うことができ

る。 

・家庭で自分ができる役割につい

て、選んだり決めたりすることが

できる。 

３ 

・家事を手

伝って家

族を笑顔

にしよう 

 ○ ◎ 

・自分の役割を理解して、家事に取

り組むことができる。 

・家事など家での役割を果たす中

で、友だちや家族の気持ちを考え

ようとする。 

 

３ 指導の実際 

手順ガイドを基に、授業実践において各教科等の

見方・考え方を働かせることを想定した指導を行っ

た。本単元で核となる家庭科を中心に、取り扱う各

教科等の見方・考え方を計画した。それを基に、各

教科等の見方・考え方を働かせることのできる具体

的な学習場面、及び支援の手立てを設定した。表５

には、構想シートに記載した❻見方・考え方を働か

せる学習場面と支援の手立ての詳細を示す。 

 
表５ 各教科等の見方・考え方を働かせた学習場面と支援の手立て 
各教科 

等 

各教科等の 

見方・考え方 

見方・考え方を 

働かせる学習場面 
支援の手立て 

家庭科 

家族や、家庭

に係る生活事

象 を 家 事 と

し、協力・協

働の視点から

捉え、より良

い生活を営む

ために工夫す

ること 

①家族と協力して

生活を送れるよ

う、一日の生活

の流れの中で、

家族が担ってい

る役割や仕事に

気付くことので

きる学習場面 

 

・一日の生活の流れを一覧表

にし、家庭においてどのよ

うな家事が行われているか

について、視覚的に提示を

した。 

・生徒がイメージしやすいよ

うに、家事の絵カードを準

備した。 

②家庭生活での協

力・協働を意識

できるよう、家

庭において一人

で で き る 家 事

「皿拭き」、「洗

濯物たたみ」、

「机拭き」、「箸

並べ」を体験す

る学習場面 

・自分でできそうな、実際の

家庭においても実現可能な

家事を精選し、提案した。 

・生徒の実態に応じて、無理

なく取り組める活動量を調

整した。 

国語科 

家事の名称や

動き等の言葉

を、意味や使

い方に着目し

て捉え、言葉

への自覚を高

めること 

③家事「洗濯物た

たみ」、「箸並

べ」の作業を通

して、言葉の意

味や使い方を理

解し、言葉と言

葉を結び付ける

ための学習場面 

・家事の手順カードに、家事

に関する言葉を記載した。 

・家事で使われる頻度の高い

言葉を、積極的に触れるこ

とのできる機会を設定し

た。 

数学科 

数量の関係性

に着目する視

点から捉え、

家事を体験す

る中で必要な

数を活用する

こと 

④家事「箸並べ」

の 作 業 を 通 し

て、数量の関係

性に着目しなが

ら、家族や友だ

ちの数に応じた

数の準備をする

学習場面 

・友だちの人数を視覚的に理

解して正確に把握できるよ

う、写真マグネットを使っ

た。 

・箸一膳の数と本数の違いに

注目しにくい生徒には、箸

を数えやすいよう割り箸を

用いた。 

社会科 

社会的事象を

社 会 参 加 と

し、その意味

や意義を考え

る こ と と 捉

え、家庭生活

⑤家庭において、

自分が取り組め

そうな役割を考

えて、取り組ん

だ家事の中から

比 較 を し な が

・自分の家事実践が、学習活

動後に振り返られるよう

に、動画とプロジェクター

を使用することで視覚的な

理解を促した。 
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や学校生活に

おいて自分の

役割を考える

こと 

ら、決定するこ

とのできる学習

場面 

・取り組んだ家事実践の中か

ら比較した後、自分で選択

ができるように、家事カー

ドを使って二者択一できる

活動を設定した。 

特別の 

教科 

道徳 

「道徳的諸価

値」を基にし

た視点から捉

え、他者の評

価を受けなが

ら自分の役割

や、家族や友

だちとの協力

について考え

ること 

⑥家事の役割を果

たすことで、他

者からの評価や

反応を受けなが

ら、自分の行動

により得られる

気持ちを考える

ことのできる学

習場面 

 

・家族がどのような気持ちに

なるのかについて、視覚的

に理解しやすいように、気

持ちを表す絵カードを用意

した。 

・気持ちを選択しやすいよ

う、対照となる表情を表

す、二つの絵カードを準備

した。 

⑦家事を行うこと

によって、家族

や友だちからど

のような言葉を

掛けられるかを

考えることで、

自分の役割や行

動について振り

返ることのでき

る学習場面 

・家族や友だちから掛けられ

る言葉について、生徒がイ

メージしやすいように、理

解しやすい内容の話型カー

ドを用意した。 

・生徒が理解しやすい話型カ

ードとなるよう、内容を表

すイラストを添付し、言葉

を平仮名にしたものを準備

した。 

 

今回の授業実践においては、数学科における見

方・考え方を働かせる学習場面の設定に困難さを感

じることもあった。生徒の実態を踏まえた時、数量

の関係性に着目して必要数を把握する学習場面は設

定できたものの、それに対して根拠を基に筋道を立

てて考える学習場面の設定までには至らなかった。 

 

Ⅴ 研究授業の分析と考察 

 

１ 単元計画と実践 

手順ガイドを活用して作成した単元計画に基づ

き、授業実践の分析を行った。授業実践において、

各教科等の見方・考え方を働かせる学習場面（表５

の番号を参照）における、生徒の顕著な姿につい

て、表６に示す。 

 
表６ 各教科等の見方・考え方を働かせる学習場面と生徒の姿 

学習場面 
生徒の姿 

① 

・一日の生活の流れに沿って、普段の自分の生活につい

てつぶやきながら考えた後、絵カードを貼っていた。

（生徒Ｂ） 

・一日の生活の流れに沿って、前後の絵や文字の表示を

見比べながら、絵カードを貼っていた。（生徒Ｆ） 

② 

・家事の方法について、手順カードを確認しながら、手

順通りに一人で取り組もうとしていた。（生徒Ａ） 

・手順カードを見たり教員の助言を受けたりしながら、

「箸並べ」「洗濯物たたみ」を丁寧に取り組んでいた。

（生徒Ｃ） 

③ 

・家事の実践では、教師からの「拭き残しがあるよ。」と

いう言葉に対して弁当箱を拭き直していた。（生徒Ｂ） 

・「洗濯物たたみ」、「箸並べ」では、「たたむ」「揃える」

「並べる」などの言葉を、動作と合わせて言いながら

行っていた。（生徒Ｃ） 

④ 

・「箸並べ」の実践では、自分で必要な数である友だちの

人数を判断し、その分だけ箸を取り出し並べていた。

（生徒Ｄ） 

・「箸並べ」の実践では、教師が用意した写真マグネット

を本人が最初に数えて確認した上で、その数に応じて

数唱しながら並べていた。（生徒Ｆ） 

⑤ 

・自分の実践動画を確認したり思い出したりした後、自

分が得意で家庭でも取り組めそうな方を考えて選んで

いた。（生徒Ａ） 

・自分の家事実践を動画で確認した後に、二つの家事カ

ードを選択する場面において、何度か選ばせたが同じ

方を選んでいた。（生徒Ｅ） 

⑥ 

・家事の実践後、「Ｂさんのお母さんが家事をした時にど

んな気持ちになるのかな。」と具体的に問いかけること

で、その場面に適した気持ちを表す絵カードを参考に

「うれしい。」と、言葉で発表していた。（生徒Ｂ） 

・家事の実践後、「Ｆさんが家事をしたら家族はどんな気

持ちになるのかな。」と問いかけ、二種類の絵カードを

提示すると、「嬉しい」気持ちを表す方を選んでいた。

（生徒Ｆ） 

⑦ 

・家事の実践後、「Ｄさんが家事をしたら、お母さんから

何と言われるかな。」と具体的に問いかけることに対し

て、話型カードを参考に考えた後「うれしかったよ。」

と、言葉で発表していた。（生徒Ｄ） 

・家事の実践後、「Ｃさんが家事をしたら、家族から何と

言われるかな。」と問いかけ、言葉カードを音読した後

に提示すると、三者択一で適切なカードを選んでい

た。また、カードの順番を変えて提示しても、同じも

のを選んでいた。（生徒Ｃ） 

 

以上のことから、単元を通して生徒が各教科等の

見方・考え方を働かせる姿が確認できた。また授業

実践では、見方・考え方を働かせやすくする支援と

して、生徒が見通しをもって学習に取り組みやすい

視覚的支援を取り入れた。生徒が学習に取り組む中

で、肯定的な言葉かけや学習評価を意図的に行うな

どにより、生徒が自信をもって積極的に取り組む姿

も多く見られた。 

一方で、今回の授業実践では教科によっては、見

方・考え方の中でも見方（視点）に生徒が着目でき

るような学習場面を設定することはできたものの、

考え方を働かせる場面の設定が難しいこともあっ

た。 

 

２ 主体的な学びの高まり 

(1) 行動観察による分析 

授業実践において、生徒が各教科等の見方・考え

方を働かせることで主体的な学びが高まったかどう

か、具体的な生徒の姿と表１の主体的な学びの姿と

合わせて分析を行った。生徒の顕著な姿を表７に示

す。 

 
表７ 主体的な学びと生徒の姿 

主体的な学び 授業前の姿 授業での姿 

学
習
者
基
点
の
学
び 

・興味・関
心をもっ
て取り組

もうとす
る姿 

・興味・関心の高いこ
とには一定時間集中
するものの、そうで

ないものに対しては
授業に集中しにくく
なる。（生徒Ｂ） 

・家庭での役割や家
事に対して興味・
関心をもち、自分

の家庭生活を思い
出しながら学習活
動に取り組んでい

た。 
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・「やりた

い」、「や
ってみた
い」とい

う気持ち
を表現し
ている姿 

・学習活動に対して、

支援を受けながらで
はあるが、自ら進め
ようとすることもあ

る。一方で、指示待
ちになってしまうこ
とが多い。（生徒Ｃ） 

・前時に行った動画

を 視 聴 す る こ と
で、家事の内容を
思い出しながら、

自分が行いたい家
事を選んで取り組
んでいた。 

・学習目標
達成に向
けて取り

組んでい
る姿 

・学習活動に対して気
持ちが向きづらく、
取り組めそうなこと

に対して、支援を受
けながら少しずつ行
っている。（生徒Ｅ） 

・手順カードや教員
からの支援によっ
て、自分から家事

に関する学習活動
に向かい、取り組
もうとしていた。 

能
動
的
な
学
び 

・積極的に
取り組ん

でいる姿 

・見通しがもてる学習
に対しては、自分か

ら学習を進めようと
することもあるもの
の、消極的になって

しまうことがある。
（生徒Ｆ） 

・家事の実践では手
順カードを確認し

つつ、自分から家
事に関する言葉を
意識して使いなが

ら作業に取り組ん
でいた。 

・見通しを

もって活
動してい
る姿 

・学習活動をよく理解

しており、自分で考
え行動することもあ
るが指示待ちになっ

てしまいがちで、状
況によっては全く動
かなくなることもあ

る。（生徒Ｄ） 

・他の生徒が指導を

受けている様子を
見 て 手 順 を 確 認
し、自ら箸の向き

を 正 し く 直 す な
ど、自発的な行動
を取りながら学習

活 動 を 行 っ て い
た。 

深
い
学
び 

・身に付け
たことを
生かして

いる姿 

・気持ちが安定してい
る際には、既習事項
を思い出しながら取

り組もうとすること
もある。（生徒Ｂ） 

・前時に学んだ作業
の手順を思い出し
ながら、学んだ手

順通りに家事を行
おうとしていた。 

・学んだこ

とを新た
な学びに
つなげる

姿 

・学習活動に対して自

分から取り組もうと
することもあるが、
正しいやり方が理解

しにくい場面では、
自分なりの方法で進
めてしまうことがあ

る。（生徒Ａ） 
 

・作業学習Ａの掃除

場面では、机拭き
を手順カードにあ
る方法通りに正し

く行おうとしてい
た。 

 

 
（授業場面以外） 

 

以上の行動観察から、対象学級において各教科等

の見方・考え方を働かせる学習場面を通して、生徒

の主体的な学びの姿が見られた。特に、生活や経験

に根ざした学習活動を通じて、生徒は自己の役割や

他者との関わりを意識する力を育み、より深い理解

と能動的な姿勢を見せるようになった。しかし、生

活経験の差異によって、理解や関心に影響を及ぼす

傾向も見られた。例えば、家事に触れる機会の多い

家庭環境にある生徒は、家事に関する学習への理解

や関心が高い。一方で、家庭の状況によって家事に

関わる経験が少ない生徒は、学習への意欲や関心が

高まりにくく、学んだことを新たな学びへと発展さ

せる際に、難しさが見られることもあった。ただ

し、各教科等の見方・考え方を働かせることのでき

る学習場面を設定する際に、生徒それぞれの実態に

即した見方・考え方を配慮した上で、学習場面を設

定する必要があることも分かった。 

主体的な学びの姿に関しても、今回の授業実践に

おいては「深い学び」の姿について、授業で顕著に

引き出すことができたとまでは言い切れなかった。 

(2) 担任等への聞き取り調査 

授業実践終了後、担任等への聞き取り調査を実施

し、生徒の主体的な学びに関する考察及び指導上の

改善点を整理した内容を表８に示す。 
 

表８ 担任等からの聞き取り調査の内容 
項目 回答 

各教科等の見方・考

え方を働かせる単元

計画作成について 

・各教科等の見方・考え方を働かせる学習活動につ

いて、普段だとイメージしづらいため、構想シー

トを使った例示があると考えやすくなった。各教

科等の見方・考え方を働かせる授業の構想によっ

て、生徒の主体的な学びを高められることも分か

った。 

・家事の役割や、自分が家事を担うことが周囲から

感謝されるという経験を通じて、以前に比べて生

徒が家事の意義を実感できたように感じられた。 

主体的な学びの姿に

ついて 

・家事活動で手順書を提示することで、普段よりも

正確に作業を進めようとする姿が見られたことか

ら、視覚的支援の活用は生徒の主体性や自立的な

学びを促進する上で有効と感じられた。 

・生徒は各教科等の見方・考え方を働かせる学習場

面において、目標に向けて取り組む様子が比較

的、顕著に見られた。 

・授業を受けて、生徒が本単元で取り組んだ家事に

関すること（机拭きを丁寧に行えるようになっ

た、洗濯物たたみで身の回りをきれいにたためる

ようになった等）で、主体的な学びが高まったよ

うに感じられた。 

手順ガイドの活用 ・手順ガイドの活用により、所属校における年間指

導計画との照合を通じて、単元目標や学習内容、

単元の流れへの理解を深めるきっかけとなった。 

 

以上の聞き取り調査から、各教科等の見方・考え

方を働かせることにより、生徒の主体的な学びを高

めることのできる学習活動の必要性について確認す

ることができた。また、授業実践時には、各教科等

の見方・考え方を働かせる学習場面を意識した言葉

かけや支援に関して、教師の指導に変容が見られ

た。授業後には「生徒が落ち着いて学習に取り組め

ていることに驚いた。」といった話が出るなど、授

業実践を通じて生徒、教員の双方に一定の変容が見

られたと捉えることができる。 

 

３ 考察 

これまでの授業実践及び分析結果から、各教科等

における見方・考え方を働かせた単元計画を作成す

ることで、生徒が主体的な学びを高めることのでき

る授業づくりに、一定の成果が見られることが分か

った。また、生徒の見取りを通した適切な指導や支

援が可能になることも示された。さらに、授業者間

で見方・考え方を働かせる学習活動について、共有

できることが確認された。対象学級においても、各

教科等の見方・考え方を働かせる学習活動を設定す

ることで、生徒の主体的な学びを高めることができ

た。それは、手順ガイドを活用することで、生徒が
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各教科等の見方・考え方を働かせる学習場面を具体

的に設定することができたからだと考える。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

〇 生活単元学習において、各教科等の見方・考え

方をより働かせる方法を検討した結果、単元計画

の作成段階で手順ガイドを活用することで、授業

者が具体的な学習活動を構想しやすくなることが

明らかになった。これによって、育成すべき資

質・能力が単元全体を通して可視化され、生徒の

主体的な学びを高められる授業実践が可能となる

ことが示された。 

〇 単元計画作成段階時に手順ガイドを活用するこ

とで、授業者は各教科等の見方・考え方を意識し

た授業設計を行いやすくなった。その結果、資

質・能力の育成に向けた学習に向けて、具体的な

学習場面を構想した単元計画を立案しやすくなっ

た。また、これによって授業者間で目標に向けた

支援の方向性を共有し、適切な支援を行えるよう

になるなど、一定の成果が得られた。 

 

２ 研究の課題 

〇 本研究での授業実践のみでは、生徒の主体的な

学びを高められたかという妥当性が検証しきれた

とまでは言い切れない。また、授業中に主体的な

学びの姿が明確に発揮されたとは言い切れなかっ

たことも挙げられる。 

〇 構想シートの活用は、稿者自身の授業実践に限

定されていたため、ツールの有効性や汎用性につ

いては他の授業者による実践を通じた検証が必要

である。多様な生徒の実態に応じた活用事例を収

集・分析し、実践的な知見の般化を図ることが求

められる。また、構想シートの作成には時間的・

作業的・内容的な負担が伴うことが明らかになっ

た。特に、どの教科を組み合わせるか、各教科等

の段階や内容、育成を目指す資質・能力など意識

しづらい項目については、作成に多くの労力を要

するとの指摘があった。 

 

３ 成果と課題を踏まえた今後の方向性 

〇 手順ガイド及び構想シートを活用した授業実践

の事例を更に収集・蓄積し、得られた知見を教育

現場で共有することでツールの活用を推進する。 

〇 構想シートを簡易化し、教員の負担削減と活用

頻度の向上を目指す。特に経験の浅い教員も扱い

やすいよう、構成要素の精選とフォーマットの改

良により、実用性を高められるよう検討する。 

〇 両ツールを他教科にも応用できる可能性を検討

し、教育活動全般における計画・実践支援ツール

としての汎用性を高める。これにより、カリキュ

ラム・マネジメント推進に資する活用を目指す。 
 

 

【注】 
(1) 広島県教育委員会（令和６年）：「広島県教育資料第１章

「学びの変革」の推進」p.1-1-1に詳しい。 

（ https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/shiryo

u3.html）（最終アクセス令和７年６月19日） 

(2) 文部科学省（平成31年a）：「特別支援学校学習指導要領

解説総則等編（高等部）」ジアース教育新社pp.56-57に詳

しい。 

(3) 広島県教育委員会（平成31年）：「広島県教育資料第２章

「主体的な学び」の創造」p.113に詳しい。 

(4) 文部科学省（平成31年b）：「特別支援学校学習指導要領

解説知的障害者教科等編（上）（高等部）」ジアース教育新

社p.27に詳しい。 

(5) 文部科学省（平成31年b）：前掲書p.29に詳しい。 

(6) 文部科学省（平成31年b）：前掲書p.30に詳しい。 

(7) 文部科学省（平成31年b）：前掲書p.34に詳しい。 

(8) 文部科学省（平成31年b）：前掲書p.35に詳しい。 
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